
 

様式第１号 

  2022年 6 月 17日 

 

文部科学大臣 殿 

 

    学校法人沖縄キリスト教学院 

     理事長 伊波 美智子 

 

 

 

大学等における修学の支援に関する法律第７条第１項の確認に係る申請書 

 

○申請者に関する情報 

大学等の名称 沖縄キリスト教学院大学 
大学等の種類 
（いずれかに○を付すこと） 

（大学・短期大学・高等専門学校・専門学校） 

大学等の所在地 沖縄県中頭郡西原町字翁長 777 

学長又は校長の氏名 金 永秀 

設置者の名称 学校法人沖縄キリスト教学院 

設置者の主たる事務所の所在地 沖縄県中頭郡西原町字翁長 777 

設置者の代表者の氏名 伊波 美智子 
申請書を公表する予定のホーム

ページアドレス https://www.ocjc.ac.jp/ 

 
※ 以下のいずれかの□にレ点（☑）を付けて下さい。 
 
□ 確認申請 

大学等における修学の支援に関する法律施行規則第５条第１項に基づき確

認申請書を提出します。 
 
☑ 更新確認申請書の提出 

大学等における修学の支援に関する法律施行規則第５条第３項に基づき更

新確認申請書を提出します。 
 
 
※ 以下の事項を必ず確認の上、すべての□にレ点（☑）を付けて下さい。  
☑ この申請書（添付書類を含む。）の記載内容は、事実に相違ありません。 
 
☑ 確認を受けた大学等は、大学等における修学の支援に関する法律（以下「大

学等修学支援法」という。）に基づき、基準を満たす学生等を減免対象者とし

て認定し、その授業料及び入学金を減免する義務があることを承知していま

す。 
 
☑ 大学等が確認を取り消されたり、確認を辞退した場合も、減免対象者が卒業

するまでの間、その授業料等を減免する義務があることを承知しています。 
 
☑ この申請書に虚偽の記載をするなど、不正な行為をした場合には、確認を取

https://www.ocjc.ac.jp/


り消されたり、交付された減免費用の返還を命じられる場合があるとともに、

減免対象者が卒業するまでの間、自らが費用を負担して、その授業料等を減免

する義務があることを承知しています。 
 
☑ 申請する大学等及びその設置者は、大学等修学支援法第７条第２項第３号

及び第４号に該当します。 

 

○各様式の担当者名と連絡先一覧 
様式番号 所属部署・担当者名 電話番号 電子メールアドレス 

第１号 総務課・仲間末美 098-946-1231 nakasone@ocjc.ac.jp 

第２号の１ 教務課・真栄田美奈 098-946-1235 mina@ocjc.ac.jp 

第２号の２ 総務課・仲間末美 098-946-1231 nakasone@ocjc.ac.jp 

第２号の３ 教務課・真栄田美奈 098-946-1235 mina@ocjc.ac.jp 

第２号の４ 総務課・仲間末美 098-946-1231 nakasone@ocjc.ac.jp 

 

○添付書類 
 
※ 以下の事項を必ず確認し、必要な書類の□にレ点（☑）を付けた上で、これ

らの書類を添付してください。（設置者の法人類型ごとに添付する資料が異な

ることに注意してください。） 
 
「⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置」関係 
 
☑ 実務経験のある教員等による授業科目の一覧表《省令で定める単位数等の

基準数相当分》 
 
☑ 実務経験のある教員等による授業科目の授業計画書（シラバス）《省令で定

める単位数等の基準数相当分》 
 
「⑵-①学外者である理事の複数配置」関係 
 
☑ 《一部の設置者のみ》大学等の設置者の理事（役員）名簿 
 
「⑵-②外部の意見を反映することができる組織への外部人材の複数配置」関係  
□ 《一部の設置者のみ》大学等の教育について外部人材の意見を反映すること

ができる組織に関する規程とその構成員の名簿 
 
「⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表」関係 
 
☑ 客観的な指標に基づく成績の分布状況を示す資料 
 
☑ 実務経験のある教員等による授業科目の授業計画書（シラバス）《省令で定

める単位数等の基準数相当分》【再掲】 
 
その他 
 
☑ 《私立学校のみ》経営要件を満たすことを示す資料 
 
☑ 確認申請を行う年度において設置している学部等の一覧 



  

様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の１

－②を用いること。 
 

学校名 沖縄キリスト教学院大学 
設置者名 学校法人沖縄キリスト教学院 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 
全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専門

科目 
合計 

人文学部 
英語コミュニケ

ーション学科 

夜 ・

通信 
10  4 14 13  

（備考） 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 

https://www.ocjc.ac.jp/ocu/ocu_syllabus/ 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 

学部等名 

（困難である理由） 

 

  

https://www.ocjc.ac.jp/ocu/ocu_syllabus/


  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 沖縄キリスト教学院大学 
設置者名 学校法人沖縄キリスト教学院 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
https://www.ocjc.ac.jp/gakuin/gaiyou/roll_yakuin/ 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 

（現職） 

日本基督教団沖縄教区

総会議長 

2020.10.21

～

2023.10.20 

建学の精神 

非常勤 
（現職） 

沖縄銀行常務取締役 

2021.10.15

～

2023.10.20 

財務担当 

（備考） 

 

  

https://www.ocjc.ac.jp/gakuin/gaiyou/roll_yakuin/


  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 沖縄キリスト教学院大学 

設置者名 学校法人沖縄キリスト教学院 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

本学では「シラバス作成ガイドライン」に則り科目担当教員がシラバスを作成する。

シラバスにおいては、ディプロマ・ポリシー及びカリキュラム・マップ、また作成ガ

イドラインに基づき、各項目（授業形態、到達目標、授業の概要、各回の授業計画及

び事前学習・事後学習、評価方法・評価基準、DPとの関連性 等）について明記して

いる。その際、第三者（学部長、学科長、教学支援部長等）による点検作業を実施し、

適正性に欠けるシラバスについては、担当教員へ修正を指示し、適正な内容へと改善

を行っている。 

シラバスは 3月中旬に完成し、ホームページ上で公表している。シラバス活用につ

いては、履修登録ガイドと併せて Web シラバスの利用手順を提示し、履修オリエンテ

ーション（3月下旬）において学生向けに周知している。 

授業計画書の公表方法 https://www.ocjc.ac.jp/ocu/ocu_syllabus/ 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

各授業科目の「評価方法」として、到達目標に対する学修成果の到達度を適切に評

価できる方法及び割合を、シラバスにあらかじめ明示している。 

（例：定期試験〇％、課題・授業外レポート〇％、小テスト〇％ 等） 

また各授業科目の「評価基準」についても、到達目標で示した学修成果の到達度を

評価する際にどこに着目するのか、具体的で客観的な判断基準として「授業別ルーブ

リック評価」を導入し、評価項目と評価基準について、初回講義時に学生に説明する

こととしている。 
学則及び履修規程に従い成績評価と単位認定を行うが、成績表示、素点評価、評価

内容の基準について学生便覧やホームページ上で説明している。 
学習意欲の把握については、出欠状況管理システムを導入し、出欠情報を一元管理

している。また、出欠調査結果を基に、アドバイザーによる学生指導を実施している。 

（参考 ルーブリック利用ガイド： 

https://www.ocjc.ac.jp/wp-content/uploads/2022/03/22zenki-rubric.pdf ） 

（参考 成績評価について： 

https://www.ocjc.ac.jp/ocu/ocu_requirements/#seiseki ） 

https://www.ocjc.ac.jp/ocu/ocu_syllabus/
https://www.ocjc.ac.jp/wp-content/uploads/2022/03/22zenki-rubric.pdf
https://www.ocjc.ac.jp/ocu/ocu_requirements/#seiseki


  

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

 

1．成績評価と単位認定 

  成績評価は 100点満点で行い、下記の基準により評定する。 

判定 成績表示 素点評価 GP 評価内容 

合格 

秀 Ａ 90点以上 ４ 
到達目標を十分に達成し、非常に優れ

た成果を修めている 

優 Ｂ 80点 ～ 90点未満 ３ 到達目標を十分に達成している 

良 Ｃ 70点 ～ 80点未満 ２ 到達目標をある程度達成している 

可 Ｄ 60点 ～ 70点未満 １ 到達目標を最低限達成している 

不合格 
不可 Ｆ 60点未満 ０ 到達目標を達成していない 

欠 Ｋ － ０ 出席不足 

合格 認 Ｐ － － 
留学における単位認定の評価 

※GPA 対象外とする 

 

 

2. GPA制度 

学期毎に、全履修科目の単位当たりの成績の平均値（GPA: Grade Point Average）

を表示し、以下の計算式によって算出する。 

履修科目の換算点の総和／履修科目の単位数の合計 

ただし、換算点は［（科目の単位数）×（その科目で得た ｸﾞﾚｰﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ）］とする。 

 小数点第２位まで表記し、第３位を四捨五入する。 

 

 <GPAの対象外科目> 

以下の科目については GPA評価の対象としない。 

（１）教職関連科目で、卒業要件に算入しない科目 

（２）協議に基づく他の大学又は短期大学で修得した単位を認定した科目。 

ただし、本学と同一法人の併設短期大学を除く 

（３）外国の大学又は短期大学への留学により単位を認定した科目 

（４）大学以外の教育施設等で修得した単位を認定した科目 

（５）入学前の既修得単位等を認定した科目 

（６）編入学・転入学時に単位を認定した科目 

（７）受講免除科目 

 

 

 

 



  

3．GPAによる履修条件    

（１）累積 GPAが 3.00 以上の場合、当該学期における履修登録の上限を 24単位と

する。 

（２）累積 GPAが 3.00 未満の場合、当該学期における履修登録の上限を 20単位と

する。 

（３）履修条件において、所属学科長との面談により承認された場合は、本項２号

の上限の限りではない。 

（４）超過単位については、教員免許取得に必要な科目は含まないものとする。 

 

 

4．GPAによる学修指導 

（１）履修科目の GPA が 1.50に満たない場合、アドバイザーによる勧告・指導・助

言を行う。 

（２）履修科目の GPA が 1.00に満たない者には、学部長が退学を勧告することがで

きる。 

 

 

※1.～4.関連規程 

沖縄キリスト教学院大学履修規程 （成績評価と単位認定）第 12条 

 （GPA制度）第 13条 

 

 

 

5．客観的な指標に基づく成績の分布状況の把握については、「成績分布状況表」（※添

付資料）を作成する。 

 

 

※添付資料 

人文学部（英語コミュニケーション学科）「成績分布状況表」 

 

 

 

 

 

 

 

 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 

ホームページ 

https://www.ocjc.ac.jp/ocu/ocu_requirements/#GPA 

 

成績評価と単位認定、及び GPA制度について定めた「沖縄キリ

スト教学院大学履修規程」を学生便覧に掲載している（新入生

全員に配布） 

 

 

 

https://www.ocjc.ac.jp/ocu/ocu_requirements/#GPA


  

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

 

沖縄キリスト教学院大学 

卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 

（１）「仕えられるためではなく仕えるために」他者と協働し、キリストの精神を礎と

した平和な地域社会・国際社会の実現へ貢献することができる（キリスト教・

平和・社会貢献）。 

（２）高い人権意識と語学力を持って他者の考えや思いを理解するとともに主体性を

持って自分の考えを表現し、平和的なコミュニケーションを実践することがで

きる（語学力・社会的倫理観・コミュニケーション能力）。 

（３）他者の文化や社会、歴史や価値観が多様であることを深く理解し、寛容性と責

任感のある地球市民として共生を目指し行動できる（多文化共生）。 

（４）修得した知識・技能を活かして地域社会の課題を発見・解決できる（地域貢献）。 

 

英語コミュニケーション学科 

卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 

1. 自己と他者を尊重する心をもって、積極的に相互理解を図り、平和を創造するた

めに共に歩むことができること 

2. 高度な英語運用能力とコミュニケーション能力を身につけていること 

3. 幅広い教養に育まれた論理的思考と批判的精神を駆使し、グローバル化する社会

の課題に向き合えること 

4. 地域社会と国際社会の課題を深く理解し、その一員として主体的に行動・貢献で

きること 

 

沖縄キリスト教学院大学学則 

（卒業・学位） 

第 44条 本学に４年以上在学し、別表第１に掲げる所定の授業科目数及び単位数を

修得した者には、教授会の議を経て学長が卒業を認定する。 

２ 前項の規定により、卒業の要件として修得すべき所定の単位数のうち、第 31条

の２第２項に規定する授業の方法で履修し修得した単位は、60単位を超えない範囲

で認定する。 

３ 学長は、第１項の卒業を認定した者に対して、卒業証書・学位記を授与する。 

４ 卒業の認定および卒業証書・学位記授与は、３月および９月に行う。 

（学位の授与） 

第 45条 学長は、卒業を認定した者に学士（英語コミュニケーション学）の学位を授

与する｡ 

 

●「卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）」を踏まえた上で、所定の授

業科目数及び単位数を修得した学生に対し、学則第 44条及び第 45条に則り、卒業を

認定し学位を授与する。 

 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 

大学 

https://www.ocjc.ac.jp/ocu/policy_ocu/ 

学科 

https://www.ocjc.ac.jp/ocu/ocupolicy_ecom/ 

  

https://www.ocjc.ac.jp/ocu/policy_ocu/
https://www.ocjc.ac.jp/ocu/ocupolicy_ecom/


  

様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の４

－②を用いること。 

学校名 沖縄キリスト教学院大学 

設置者名 学校法人沖縄キリスト教学院 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表

等 
公表方法 

貸 借 対 照

表 
https://www.ocjc.ac.jp/wp-

content/uploads/2022/06/0705_taisyakutaisyouhyou2021.pdf 

収 支 計 算

書 又 は 損

益計算書 

【資金収支収支計算書】 

https://www.ocjc.ac.jp/wp-

content/uploads/2022/06/0702_sikinsyusikeisansyo2021.pdf 

 

【活動区分資金収支計算書】 

https://www.ocjc.ac.jp/wp-

content/uploads/2022/06/0703_katudoukubunsikinsyusikeisansyo2021.pdf 

 

【事業活動収支計算書】 

https://www.ocjc.ac.jp/wp-

content/uploads/2022/06/0704_jigyoukatudousyusikeisansyo2021.pdf 

 

財産目録 
https://www.ocjc.ac.jp/wp-

content/uploads/2022/06/0706_zaisanmokuroku2021.pdf 

事 業 報 告

書 
https://www.ocjc.ac.jp/wp-

content/uploads/2022/06/0801_jigyohoukoku2021.pdf 

監 事 に よ

る 監 査 報

告（書） 
https://www.ocjc.ac.jp/wp-content/uploads/2022/06/0701_kansa2021.pdf 

 

 

 

２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称：2022年度事業計画   対象年度：2022年度 ） 

公表方法： 

https://www.ocjc.ac.jp/wp-content/uploads/2022/06/0801_jigyokeikaku2022.pdf 

中長期計画（名称：沖縄キリスト教学院第５次中長期計画 対象年度：2022年度～2027年

度） 

公表方法： 

https://www.ocjc.ac.jp/wp-content/uploads/2022/03/0800_tyutyokikeikaku_2022-

2027.pdf 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 

https://www.ocjc.ac.jp/wp-content/uploads/2022/06/0705_taisyakutaisyouhyou2021.pdf
https://www.ocjc.ac.jp/wp-content/uploads/2022/06/0705_taisyakutaisyouhyou2021.pdf
https://www.ocjc.ac.jp/wp-content/uploads/2022/06/0702_sikinsyusikeisansyo2021.pdf
https://www.ocjc.ac.jp/wp-content/uploads/2022/06/0702_sikinsyusikeisansyo2021.pdf
https://www.ocjc.ac.jp/wp-content/uploads/2022/06/0703_katudoukubunsikinsyusikeisansyo2021.pdf
https://www.ocjc.ac.jp/wp-content/uploads/2022/06/0703_katudoukubunsikinsyusikeisansyo2021.pdf
https://www.ocjc.ac.jp/wp-content/uploads/2022/06/0704_jigyoukatudousyusikeisansyo2021.pdf
https://www.ocjc.ac.jp/wp-content/uploads/2022/06/0704_jigyoukatudousyusikeisansyo2021.pdf
https://www.ocjc.ac.jp/wp-content/uploads/2022/06/0706_zaisanmokuroku2021.pdf
https://www.ocjc.ac.jp/wp-content/uploads/2022/06/0706_zaisanmokuroku2021.pdf
https://www.ocjc.ac.jp/wp-content/uploads/2022/06/0801_jigyohoukoku2021.pdf
https://www.ocjc.ac.jp/wp-content/uploads/2022/06/0801_jigyohoukoku2021.pdf
https://www.ocjc.ac.jp/wp-content/uploads/2022/06/0701_kansa2021.pdf
https://www.ocjc.ac.jp/wp-content/uploads/2022/06/0801_jigyokeikaku2022.pdf
https://www.ocjc.ac.jp/wp-content/uploads/2022/03/0800_tyutyokikeikaku_2022-2027.pdf
https://www.ocjc.ac.jp/wp-content/uploads/2022/03/0800_tyutyokikeikaku_2022-2027.pdf


  

公表方法：https://www.ocjc.ac.jp/gakuin/johokokai/#0301 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 

公表方法：https://www.ocjc.ac.jp/gakuin/johokokai/#joho03 

 

 

  

https://www.ocjc.ac.jp/gakuin/johokokai/#0301
https://www.ocjc.ac.jp/gakuin/johokokai/#joho03


  

（３）学校教育法施行規則第 172条の２第 1 項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業の認定に関する方針、教育課程の編成及び実施に関す

る方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 人文学部 英語コミュニケーション学科 

教育研究上の目的（公表方法：https://www.ocjc.ac.jp/ocu/mokuteki_ocu/ ） 

（概要） 

人文学部 

沖縄キリスト教学院大学は、建学の精神、大学の使命・目的、及び基本理念を踏まえ、人

文学部の教育目的・理念を以下のように定める。 

（１）聖なるものへの畏敬の念を養う 

（２）多様性の中に調和を求める心を養う 

（３）人類の福祉の向上に貢献できる能力を養う 

（４）グローバル化・情報化・複雑化社会に対応する能力を涵養する 

 

英語コミュニケーション学科 

国際化・グローバル化する世界の文化・経済・政治等の国際交流の場において、事実上の

国際共通語（de facto international language）となっている英語において、高度のコミ

ュニケーション能力をもって、効果的かつ分別をもって運用できる人材を育成する。 

卒業の認定に関する方針(公表方法:https://www.ocjc.ac.jp/ocu/ocupolicy_ecom/） 

（概要） 

英語コミュニケーション学科 

卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 

1. 自己と他者を尊重する心をもって、積極的に相互理解を図り、平和を創造するために共

に歩むことができること 

2. 高度な英語運用能力とコミュニケーション能力を身につけていること 

3. 幅広い教養に育まれた論理的思考と批判的精神を駆使し、グローバル化する社会の課題

に向き合えること 

4. 地域社会と国際社会の課題を深く理解し、その一員として主体的に行動・貢献できるこ

と 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：

https://www.ocjc.ac.jp/ocu/ocupolicy_ecom/ ） 

（概要） 

英語コミュニケーション学科 

教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー） 

1. キリスト教関連科目や初年次教育、英語を使ったディスカッション・ディベートの授 

業、3・4 年次の論文執筆・共同プロジェクト、異文化コミュニケーション等の科目を

とおして、自己受容と他者への共感力を養い、他者と平和的関係を築くためのコミュニ

ケーション能力を育む教育を行う。 

2. 初めの 2年間のオーラル・文法／作文・講読の英語コア科目から上級ライティング、翻

訳通訳まで 4 年間をとおして「汎用的技能」として英語能力を高める。CEFR 等のルー

ブリック方式を活用した客観的基準で評価できる英語コミュニケーション力を養う教

育を行う。また英語によるプレゼンテーション能力・自己表現力・情報発信力を育む教

育を行う。 

3. 国際平和学、インターンシップを含めた社会学習、実践的なコミュニケーション能力を

涵養する多様な教養科目をとおして、高度にグローバル化していく世界で協働・行動す

るための能力や判断力を育む教育を行う。 

4. 沖縄研究、異文化理解、海外研修・実習、ビジネス関連科目等をとおして、グローバル

化する世界の中で地域社会の多様化・流動化に対応するための知識と行動力を養う教

育を行う。 

https://www.ocjc.ac.jp/ocu/mokuteki_ocu/
https://www.ocjc.ac.jp/ocu/ocupolicy_ecom/
https://www.ocjc.ac.jp/ocu/ocupolicy_ecom/


  

入学者の受入れに関する方針（公表方法：

https://www.ocjc.ac.jp/ocu/ocupolicy_ecom/ ） 

（概要） 

英語コミュニケーション学科 

入学者受入れの方針（アドミッション・ポリシー） 

 

＜教育理念＞ 

「国際共通語」である英語と高度なコミュニケーション能力を駆使し、多様化する地球・ 

沖縄社会で、自信を持って活躍する人を育てます。 

＜求める人物像＞ 

1. 沖縄と世界の架け橋になるために必要な知識と技能の取得に努力する学生を求めま

す。 

2. 英語を自由自在に使いこなし、英語を使って社会で活躍したい学生を求めます。 

3. まわりの情報にふり回されることなく、自分で考え自分で判断しようとする学生を求

めます。 

4. 社会のなかで他人の意見も尊重しながら自分自身を表現し、周りの人と力を合わせる

ための基礎的なコミュニケーション力がある学生を求めます。 

5. 様々な社会の課題に関心を持ち、自ら進んで学ぶ意欲のある学生を求めます。 

＜高等学校で履修すべき科目や取得しておくことが望ましい資格等＞  

どの科目も積極的に学んでください。高等学校の教育課程の幅広い履修を通して、沖縄や

世界の抱える課題について関心を持つことを期待します。学内外での学習や部活動、ボラ

ンティア活動や地域社会での活動を通して、人の話を聴く力、自分の意見を表現する力、

人と積極的に関わる力の向上に取り組んでください。また多様な背景をもつ人たちと交流

することで、自分とは違った価値観や考えに触れる機会を持ってください。本学での学び

を最大限に生かすために、実用英語技能検定準２級レベル以上の英語力を身につけている

ことが望ましいです。 

 

 

 

②教育研究上の基本組織に関すること 

公表方法：https://www.ocjc.ac.jp/gakuin/johokokai/ 

 

  

https://www.ocjc.ac.jp/ocu/ocupolicy_ecom
https://www.ocjc.ac.jp/gakuin/johokokai/


  

③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ 1人 － 1人 

人文学部 － 7人 5人 4人 人 人 16人 

 － 人 人 人 人 人 人 

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

 

1人 32人 33人 

各教員の有する学位及び業績 

（教員データベース等） 
公表方法：https://www.ocjc.ac.jp/ocu/faculty_ocu_ecom/ 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 
「沖縄キリスト教学院ＦＤ委員会」を設置し、教育内容・方法等の改善を図るため、様々なＦＤ活動を全

学的に行っている。 

【主な活動内容】 

・FD に係るアセスメント調査（授業改善アンケート、学生生活実態調査、満足度調査、卒業時アンケー

ト等）の計画・実施及び結果分析 

・ティーチング・アワードの選考 

・ＦＤワークショップの実施 

・Oral Communication科目においては、毎学期開始前に非常勤講師を含む科目担当者へ、講義全般にか

かる共通確認や意見交換会を実施。 

 

 

 

 

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに

進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

人文学部 90人 104人 115.6％ 390人 373人 95.6％ 15人 7人 

 人 人 ％ 人 人 ％ 人 人 

合計 90人 104人 115.6％ 390人 373人 95.6％ 15人 7人 

（備考） 

 

 

b.卒業者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

人文学部 
107人 

（100％） 

人 

（  ％） 

81人 

（ 75.7％） 

26人 

（24.3％） 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

合計 
107人 

（100％） 

人 

（  ％） 

81人 

（ 75.8％） 

26人 

（ 24.2％） 

https://www.ocjc.ac.jp/ocu/faculty_ocu_ecom/


  

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

沖縄トヨタ自動車（株） 

（株）沖縄銀行 

（株）沖電工 

JA沖縄 

（株）サンエ－ 

（備考） 

 

  



  

 

c.修業年限期間内に卒業する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載事項） 

学部等名 

 

入学者数 
修業年限期間内 

卒業者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

人文学部 
107人 

（100％） 

63人 

（  58.9％） 

21人 

（  19.6％） 

23人 

（  21.5％） 

0人 

（  0.0％） 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

合計 
107人 

（100％） 

63人 

（  58.9％） 

21人 

（  19.6％） 

23人 

（  21.5％） 

0人 

（  0.0％） 

（備考） 

・2022年 3月 31日現在。 

・入学者については、10月入学生、編入学生は含まない。 

・留年者数には、留学等の休学により在籍不足となる学生（16人）を含む。 

・中途退学者については、除籍（6人）を含む。 

 

 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要） 

授業科目について、本学では「シラバス作成ガイドライン」に則り科目担当教員がシラバス

を作成する。シラバスにおいては、ディプロマ・ポリシー及びカリキュラム・マップ、また作

成ガイドラインに基づき、各項目（授業形態、到達目標、授業の概要、各回の授業計画及び事

前学習・事後学習、評価方法・評価基準、DPとの関連性 等）について明記している。その際、

第三者（学部長、学科長、教学支援部長等）による点検作業を実施し、適正性に欠けるシラバ

スについては、担当教員へ修正を指示し、適正な内容へと改善を行っている。 

 シラバスは 3月中旬に完成し、ホームページ上で公表している。シラバス活用については、

履修登録ガイドと併せて Webシラバスの利用手順を提示し、履修オリエンテーション（3月下

旬）において学生向けに周知している。 

 

 

⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要） 

学修の成果に係る評価は、各授業科目の「評価方法」として、到達目標に対する学修成果の

到達度を適切に評価できる方法及び割合を、シラバスにあらかじめ明示している。 

（例：定期試験〇％、課題・授業外レポート〇％、小テスト〇％ 等） 

また各授業科目の「評価基準」についても、到達目標で示した学修成果の到達度を評価する

際にどこに着目するのか、具体的で客観的な判断基準として「授業別ルーブリック評価」を導

入し、評価項目と評価基準について、初回講義時に学生に説明することとしている。 
客観的な指標として GPA 制度を採用しており、活用状況については下記 URL にて公表してい

る。 

 卒業の認定に当たっては、以下の「卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）」

を踏まえた上で、所定の授業科目数及び単位数を修得した学生に対し、学則第 44条及び第 45

条に則り、卒業を認定し学位を授与している。 

 

【沖縄キリスト教学院大学】 

卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 

（１）「仕えられるためではなく仕えるために」他者と協働し、キリストの精神を礎とした平

和な地域社会・国際社会の実現へ貢献することができる（キリスト教・平和・社会貢献）。 
（２）高い人権意識と語学力を持って他者の考えや思いを理解するとともに主体性を持って自

分の考えを表現し、平和的なコミュニケーションを実践することができる（語学力・社



  

会的倫理観・コミュニケーション能力）。 

（３）他者の文化や社会、歴史や価値観が多様であることを深く理解し、寛容性と責任感のあ

る地球市民として共生を目指し行動できる（多文化共生）。 

（４）修得した知識・技能を活かして地域社会の課題を発見・解決できる（地域貢献）。 

 

【英語コミュニケーション学科】 

卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 

1.自己と他者を尊重する心をもって、積極的に相互理解を図り、平和を創造するために共に歩

むことができること 

2.高度な英語運用能力とコミュニケーション能力を身につけていること 

3.幅広い教養に育まれた論理的思考と批判的精神を駆使し、グローバル化する社会の課題に向

き合えること 

4.地域社会と国際社会の課題を深く理解し、その一員として主体的に行動・貢献できること 

 

【沖縄キリスト教学院大学学則】 

（卒業・学位） 

第 44条 本学に４年以上在学し、別表第１に掲げる所定の授業科目数及び単位数を修得した

者には、教授会の議を経て学長が卒業を認定する。 

２ 前項の規定により、卒業の要件として修得すべき所定の単位数のうち、第 31条の２第２

項に規定する授業の方法で履修し修得した単位は、60単位を超えない範囲で認定する。 

３ 学長は、第１項の卒業を認定した者に対して、卒業証書・学位記を授与する。 

４ 卒業の認定および卒業証書・学位記授与は、３月および９月に行う。 

（学位の授与） 

第 45条 学長は、卒業を認定した者に学士（英語コミュニケーション学）の学位を授与する｡ 

学部名 学科名 
卒業に必要となる 

単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

人文学部 

英語コミュニケー

ション学科 
124単位 ○有・無 ※最大 24単位 

 単位 有・無 単位 

 
 単位 有・無 単位 

 単位 有・無 単位 

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 
公表方法： 

https://www.ocjc.ac.jp/ocu/ocu_requirements/#GPA 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項） 

公表方法： 

・学生による授業改善・評価アンケート結果 

https://www.ocjc.ac.jp/gakuin/johokokai/#joho11 

・学生生活実態調査報告書 

https://www.ocjc.ac.jp/gakuin/johokokai/#joho12 

・学生満足度調査 

https://www.ocjc.ac.jp/gakuin/johokokai/#0305 

・資格取得奨励金給付実績 

https://www.ocjc.ac.jp/campuslife/support_official/ 

 

 

 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 
公表方法： 

教育環境：https://www.ocjc.ac.jp/gakuin/gaiyou/info_edu/ 

校地・校舎：https://www.ocjc.ac.jp/gakuin/gaiyou/kouti/ 

キャンパスマップ：https://www.ocjc.ac.jp/gakuin/gaiyou/cmap/ 

 

  

https://www.ocjc.ac.jp/ocu/ocu_requirements/#GPA
https://www.ocjc.ac.jp/gakuin/johokokai/#joho11
https://www.ocjc.ac.jp/gakuin/johokokai/#joho12
https://www.ocjc.ac.jp/gakuin/johokokai/#0305
https://www.ocjc.ac.jp/campuslife/support_official/
https://www.ocjc.ac.jp/gakuin/gaiyou/info_edu/
https://www.ocjc.ac.jp/gakuin/gaiyou/kouti/
https://www.ocjc.ac.jp/gakuin/gaiyou/cmap/


  

 

⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

人文学部 

英語コミ

ュニケー

ション学

科 

660,000円 130,000円 220,000円 
教育充実資金（年額） 

休学中の在籍料（年額） 

 

 

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要） 

1.奨学金 

意欲と能力があり、経済的理由により、学費援助を必要とする学生のために本学独自の奨学

金があり、すべて給付型（返還不要）である。 

2.学習支援センター 

学生チューターとセンター員（教員）を配置し、英語など、在学生の学習を支援している。 

 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要） 

1.就職について 

キャリア支援課において、徹底した「個別支援」、きめ細やかな就職支援を行っている。 

（１）個別相談・個別支援（対面、オンライン） 

（２）進路セミナー（6月） 

（３）キャリア＆アカデミックプラニング講座 

（４）就職ガイダンス（Tcafe） 

（５）オンライン就活体験★1Days 

（６）業界研究 cafe 

（７）学内企業説明会の開催（対面、オンライン） 

 学内企業説明会/就職説明会  

（８）各種資格/試験対策講座の開講 

 ①英検対策講座 ②日本語検定 3級対策講座 

（９）採用試験対策 

 ①一般常識模擬試験  ②ＳＰＩ模擬試験 

（１０）講義との連携 

（１１）県外就職促進事業 

（１２）資格取得奨励金給付（英検、TOEICを含め英語系資格取得者への奨励金） 

 

2.進学について 

大学院進学についての各種相談、情報提供等を学生課にて行っている。 

 

 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要） 

・学生一人ひとりに入学と同時に担当教師（アドバイザー）を決定し、何でも気軽に話し合

える関係づくりと学生のアカデミックライフの資質向上を目標としたオフィスアワーの体制

をとっており、学生個々人の豊かな自己発展につながるよう支援している。 

・専門のカウンセラーによる面談・メールでの相談を受けている。 

・毎年 4月（復学者は 9月）に健康診断を実施し、学生の身体状況を把握している。結果に

より校医等による相談・指導などフォローアップを行っている。 



  

・障害学生に対しては、規程を整備し全学生が等しく情報を共有できるよう大学全体でサポ

ートできる体制を整えている。 

 

 

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 

 
公表方法：https://www.ocjc.ac.jp/eduinfo/ 

 

 

https://www.ocjc.ac.jp/eduinfo/


（添付書類）経営要件を満たすことを示す資料

学校コード F147310111803 学校名 沖縄キリスト教学院大学

設置者名

Ⅰ　直前３年度の決算の事業活動収支計算書における「経常収支差額」の状況

経常収入(A) 経常支出(B) 差額(A)-(B)

申請前年度の決算 818,731,470円 851,385,389円 -32,653,919円

申請２年度前の決算 852,798,221円 865,026,135円 -12,227,914円

申請３年度前の決算 827,069,341円 867,704,656円 -40,635,315円

Ⅱ　直前の決算の貸借対照表における「運用資産－外部負債」の状況

運用資産(C) 外部負債(D) 差額(C)-(D)

申請前年度の決算 1,797,144,145円 12,481,659円 1,784,662,486円

Ⅲ　申請校の直近３年度の収容定員充足率の状況

収容定員(E) 在学生等の数(F) 収容定員充足率(F)/(E)

今年度（申請年度） 390人 373人 95%

前年度 390人 384人 98%

前々年度 390人 423人 108%

（Ⅱの補足資料）「運用資産」又は「外部負債」として計上した勘定科目一覧

○「運用資産」に計上した勘定科目

勘定科目の名称
申請前年度の決算

における金額

○「外部負債」に計上した勘定科目

勘定科目の名称
申請前年度の決算

における金額

備考 この用紙の大きさは，日本産業規格Ａ４とする。

負債の内容

学校法人沖縄キリスト教学院

資産の内容



（別紙）

※ この別紙は、更新確認申請書を提出する場合に提出すること。

※

１．前年度の授業料等減免対象者及び給付奨学生の数

※

※ 備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

沖縄キリスト教学院大学

学校法人沖縄キリスト教学院

F147310111803

以下に掲げる人数を記載すべき全ての欄について、該当する人数が1人以上10人以下の場合に
は、当該欄に「－」を記載すること。該当する人数が0人の場合には、「0人」と記載するこ
と。

本表において、第Ⅰ区分、第Ⅱ区分、第Ⅲ区分とは、それぞれ大学等における修学の支
援に関する法律施行令（令和元年政令第４９号）第２条第１項第１号、第２号、第３号
に掲げる区分をいう。

２．前年度に授業料等減免対象者としての認定の取消しを受けた者及び給付奨学生認
定の取消しを受けた者の数

（１）偽りその他不正の手段により授業料等減免又は学資支給金の支給を受けたこと
により認定の取消しを受けた者の数

年間

93人

後半期

83人

52人

22人

9人

学校名

設置者名

前半期

支援対象者（家計急変
による者を除く）

83人

53人第Ⅰ区分

学校コード

（備考）

内
訳

18人

12人

家計急変による
支援対象者（年間）

1人

94人

第Ⅱ区分

第Ⅲ区分

合計（年間）

（２）適格認定における学業成績の判定の結果、学業成績が廃止の区分に該当したこ
とにより認定の取消しを受けた者の数

年間 0人



※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

年間 前半期 後半期

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

退学 0人

３月以上の停学 0人

年間計 0人

上記の（２）のうち、学業成績が著しく不良であると認められる者であって、当該学業成
績が著しく不良であることについて災害、傷病その他やむを得ない事由があると認められ
ず、遡って認定の効力を失った者の数

右以外の大学等
短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻科を含

む。）、高等専門学校（認定専攻科を含む。）及び専門学校（修
業年限が２年以下のものに限る。）

0人 0人 0人

「警告」の区分に連続
して該当

（３）退学又は停学（期間の定めのないもの又は３月以上の期間のものに限る。）の
処分を受けたことにより認定の取消しを受けた者の数

計

0人

― 0人 ―

0人 0人

― 0人 ―

（備考）

年間

修業年限で卒業又は修
了できないことが確定

修得単位数が標準単位
数の５割以下

（単位制によらない専門学校
にあっては、履修科目の単位
時間数が標準時間数の５割以

下）

出席率が５割以下その
他学修意欲が著しく低

い状況

0人 0人 0人

0人 0人 0人

（備考）

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの

に限る。）

右以外の大学等

後半期前半期



※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

４．適格認定における学業成績の判定の結果、警告を受けた者の数

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

計 ― 0人 ―

出席率が８割以下その
他学修意欲が低い状況

― 0人 ―

修得単位数が標準単位
数の６割以下

（単位制によらない専門学校
にあっては、履修科目の単位
時間数が標準時間数の６割以

下）

0人 0人 0人

ＧＰＡ等が下位４分の
１

― 0人 ―

右以外の大学等

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの

に限る。）

年間 前半期 後半期

訓告 0人

年間計 0人

３．前年度に授業料等減免対象者としての認定の効力の停止を受けた者及び給付奨学
生認定の効力の停止を受けた者の数

停学（３月未満の期間のものに限る。）又は訓告の処分を受けたことにより認定の
効力の停止を受けた者の数

３月未満の停学 0人

（備考）

（備考）
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